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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第62期

第１四半期
連結累計期間

第63期
第１四半期
連結累計期間

第62期

会計期間
自　2021年４月１日
至　2021年６月30日

自　2022年４月１日
至　2022年６月30日

自　2021年４月１日
至　2022年３月31日

売上高 (千円) 2,743,700 3,141,058 11,565,869

経常利益 (千円) 374,933 266,719 1,543,782

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 284,003 153,951 1,070,143

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 329,508 231,047 1,166,806

純資産額 (千円) 12,398,653 13,226,948 13,254,066

総資産額 (千円) 15,101,490 16,442,772 16,416,053

１株当たり四半期(当期)純利益 (円) 22.04 11.93 82.96

潜在株式調整後１株当たり　　　　
四半期(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 82.0 80.3 80.6
 

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

３　当社は、2022年８月１日付で普通株式１株につき２株の割合をもって株式分割を行っております。１株当た

り四半期（当期）純利益については、第62期の期首に当該株式分割が行われたと仮定し算定しております。

 
２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業内容に

重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。

 

EDINET提出書類

鈴茂器工株式会社(E01724)

四半期報告書

 2/20



第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1)財政状態及び経営成績の状況

　当第１四半期連結累計期間（2022年４月１日～2022年６月30日）におけるわが国経済は、製造業は資源価格の上

昇に伴う原材料価格の増加や中国の都市封鎖を受けたサプライチェーンの停滞などが、景況感を下押しいたしまし

た。一方、非製造業は、新型コロナウイルス感染症の影響を受けていた、個人サービスや宿泊・飲食サービスの改

善により、回復傾向となりました。また、全産業ベースでは、企業収益は高水準を維持しており、設備投資につい

ては積極的な投資姿勢が継続しております。

しかしながら、足元では、新型コロナウイルス感染症の変異株の流行、ロシアのウクライナ侵攻や中国のゼロコ

ロナ政策、円安および資源価格の上昇等、景気の下振れリスクが多い情勢となっております。

 このような環境の下、当第１四半期連結累計期間は、外食・小売業における機械化や省人化の動きが引き続き加

速し、製品需要は高い水準で推移しました。一方、半導体や部材の供給不足による生産活動への影響は依然として

継続しており、部材調達先の開拓や製品設計の変更による代替部品への切り替えを行うなど、高まる需要への対応

を行いました。

 国内は、原材料価格や水道光熱費の高騰により外食・小売業においては厳しい事業環境が続いた一方で、2022年

３月にまん延防止等重点措置が全面的に解除され、外食需要は回復傾向となったほか、引き続き、テイクアウトや

デリバリーの普及、省人化の動きが進みました。業態別では、巣ごもり需要が落ち着きを見せる中、スーパーマー

ケットからの製品需要などが減少したものの、レストラン・食堂業態からのご飯盛付けロボット（Fuwarica）の製

品需要が拡大したほか、大手回転寿司チェーンからの寿司ロボットの需要が堅調に推移しました。加えて、2021年

10月にグループ入りした株式会社日本システムプロジェクトの売上高が、当連結会計年度では当第１四半期連結会

計期間より寄与したため、国内売上高は前年同四半期を上回りました。

 海外は、外食・小売業における人手不足の深刻化や人件費の高騰により、人の労働力を機械へ置き換える機械化

の動きが引き続き加速し、製品需要は拡大いたしました。地域別では、特に北米における外食事業者やスーパー

マーケットからの寿司ロボットの製品需要が拡大傾向となり、海外売上高は前年同四半期を上回りました。

 この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は、31億41百万円（前年同四半期比14.5％増）と前年同四半期を

上回る結果となりました。国内・海外別の売上高の内訳は、国内売上高が20億41百万円（同12.3％増）、海外売上

高が10億99百万円（同18.8％増）となりました。

 
当第１四半期連結累計期間の概況

 前第１四半期連結累計期間 当第１四半期連結累計期間

増減額 増減率
 

(自　2021年４月１日
 至　2021年６月30日)

 (自　2022年４月１日
  至　2022年６月30日)

 金額（百万円） 構成比（％） 金額（百万円） 構成比（％） 金額（百万円） （％）

売上高 2,743 100.0 3,141 100.0 397 14.5

 国内 1,817 66.3 2,041 65.0 223 12.3

 海外 925 33.7 1,099 35.0 174 18.8

売上総利益 1,330 48.5 1,497 47.7 166 12.5

営業利益 363 13.3 257 8.2 △106 △29.2

経常利益 374 13.7 266 8.5 △108 △28.9

親会社株主に帰属
する四半期純利益

284 10.4 153 4.9 △130 △45.8

 

 
利益面につきましては、売上高の増加により、売上総利益は14億97百万円（同12.5％増）と前年同四半期を上回
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りました。営業利益は、株式会社日本システムプロジェクトのグループ化に伴い同社のコストが加わったこと、物

流費高騰に伴う荷造運送費の増加、事業成長に向けた諸制度の構築費や人材投資を中心に販売費及び一般管理費が

概ね計画通り推移した結果、２億57百万円（同29.2％減）と前年同四半期を下回りました。経常利益は２億66百万

円（同28.9％減）と前年同四半期を下回りました。親会社株主に帰属する当期純利益は、スズモメンテナンス株式

会社を吸収合併したことに伴う抱合せ株式消滅差損25百万円を特別損失に計上したことにより、１億53百万円（同

45.8％減）と前年同四半期を下回りました。
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財政状態は、次のとおりであります。

(資産)

当第１四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ26百万円増加し164億42百万円となり

ました。これは主に、現金及び預金が３億５百万円減少しましたが、棚卸資産が２億47百万円、固定資産が１億68

百万円増加したことによるものであります。

(負債)

当第１四半期連結会計期間末における負債は、前連結会計年度末に比べ53百万円増加し32億15百万円となりまし

た。これは主に、未払法人税等が１億95百万円減少しましたが、流動負債その他に含まれる未払費用が２億37百万

円増加したことによるものであります。

(純資産)

当第１四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末に比べ27百万円減少し132億26百万円となり

ました。これは主に、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上により１億53百万円増加し、為替換算調整勘定が

70百万円増加しましたが、利益剰余金が配当金の支払により２億58百万円減少したことによるものであります。

 

(2)事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(3)研究開発活動

　当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は39百万円であります。

　なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 16,000,000

計 16,000,000
 

(注) 2022年６月７日開催の取締役会決議に基づき、2022年８月１日付で株式分割に伴う定款変更が行われ、発行可

能株式総数は16,000,000株増加し、32,000,000株となっております。

 
② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(2022年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(2022年８月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 6,480,000 12,960,000
東京証券取引所
スタンダード市場

完全議決権株式であり、権利
内容に何ら限定のない当社に
おける標準となる株式
単元株式数は100株であります

計 6,480,000 12,960,000 ― ―
 

(注) 2022年８月１日付で普通株式１株につき２株の割合をもって株式分割を行っており、発行済株式総数が

6,480,000株増加しております。

 
(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高

(百万円)

2022年６月30日 ― 6,480 ― 1,154 ― 982
 

(注) 2022年８月１日付で普通株式１株につき２株の割合をもって株式分割を行っており、発行済株式総数が

6,480,000株増加しております。

 
(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載することが

できませんので、直前の基準日である2022年３月31日現在の株主名簿により記載しております。

① 【発行済株式】

2022年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 28,400
 

―
権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式

完全議決権株式(その他)
普通株式

64,307 同上
6,430,700

単元未満株式
普通株式

― 同上
20,900

発行済株式総数 6,480,000 ― ―

総株主の議決権 ― 64,307 ―
 

（注）上記「単元未満株式」には当社所有の自己株式50株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

2022年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
鈴茂器工株式会社

東京都練馬区豊玉北
２丁目23番２号

28,400 ― 28,400 0.4

計 ― 28,400 ― 28,400 0.4
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(2022年４月１日から2022年

６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(2022年４月１日から2022年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表につ

いて、太陽有限責任監査法人により四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 8,276,521 7,970,965

  受取手形及び売掛金 1,287,167 1,206,607

  電子記録債権 172,495 134,001

  棚卸資産 2,199,405 2,447,014

  その他 150,156 185,106

  流動資産合計 12,085,747 11,943,694

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 1,427,535 1,424,569

   土地 1,125,607 1,167,767

   その他（純額） 229,073 261,998

   有形固定資産合計 2,782,217 2,854,335

  無形固定資産   

   のれん 41,864 39,661

   その他 282,871 333,737

   無形固定資産合計 324,736 373,398

  投資その他の資産   

   投資有価証券 403,207 404,483

   繰延税金資産 509,644 548,401

   その他 319,180 327,088

   貸倒引当金 △8,680 △8,680

   投資その他の資産合計 1,223,352 1,271,293

  固定資産合計 4,330,306 4,499,027

 資産合計 16,416,053 16,442,722
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年６月30日)

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 489,936 510,606

  １年内返済予定の長期借入金 46,273 47,378

  未払法人税等 323,417 128,408

  賞与引当金 182,648 169,517

  その他 732,767 1,002,329

  流動負債合計 1,775,043 1,858,240

 固定負債   

  長期借入金 193,180 181,403

  繰延税金負債 38 520

  役員退職慰労引当金 10,105 2,250

  退職給付に係る負債 1,106,754 1,096,662

  その他 76,865 76,697

  固定負債合計 1,386,943 1,357,533

 負債合計 3,161,987 3,215,773

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,154,418 1,154,418

  資本剰余金 986,618 986,618

  利益剰余金 11,102,138 10,998,028

  自己株式 △37,774 △37,877

  株主資本合計 13,205,400 13,101,186

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 91,095 90,819

  為替換算調整勘定 47,881 118,542

  退職給付に係る調整累計額 △108,177 △103,269

  その他の包括利益累計額合計 30,800 106,092

 非支配株主持分 17,864 19,668

 純資産合計 13,254,066 13,226,948

負債純資産合計 16,416,053 16,442,722
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年６月30日)

売上高 2,743,700 3,141,058

売上原価 1,412,855 1,643,667

売上総利益 1,330,844 1,497,391

販売費及び一般管理費 967,223 1,239,985

営業利益 363,620 257,406

営業外収益   

 受取利息 53 66

 受取配当金 778 731

 持分法による投資利益 1,079 ―

 為替差益 8,169 10,894

 その他 2,992 910

 営業外収益合計 13,073 12,602

営業外費用   

 支払利息 30 644

 譲渡制限付株式関連費用 1,635 691

 持分法による投資損失 ― 1,903

 その他 96 49

 営業外費用合計 1,761 3,289

経常利益 374,933 266,719

特別利益   

 投資有価証券売却益 39,000 160

 特別利益合計 39,000 160

特別損失   

 固定資産除却損 21 ―

 役員退職慰労金 ― 5,400

 抱合せ株式消滅差損 ― 25,441

 特別損失合計 21 30,841

税金等調整前四半期純利益 413,912 236,038

法人税等 129,859 81,576

四半期純利益 284,052 154,461

非支配株主に帰属する四半期純利益 49 509

親会社株主に帰属する四半期純利益 284,003 153,951
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年６月30日)

四半期純利益 284,052 154,461

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △7,170 △275

 為替換算調整勘定 37,128 61,444

 退職給付に係る調整額 4,800 4,907

 持分法適用会社に対する持分相当額 10,697 10,511

 その他の包括利益合計 45,456 76,586

四半期包括利益 329,508 231,047

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 328,688 229,244

 非支配株主に係る四半期包括利益 820 1,803
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【注記事項】

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

 

 
当第１四半期連結累計期間

(自　2022年４月１日　至　2022年６月30日)

税金費用の計算

 
当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積

り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。た

だし、見積実効税率を使用できない場合には、法定実効税率を使用しております。
 

 

(四半期連結貸借対照表関係)

１．受取手形割引高、受取手形裏書譲渡高及び電子記録債権譲渡高

 

 
前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年６月30日)

 受取手形割引高 35,286千円 ―千円

受取手形裏書譲渡高 107,085千円 116,128千円

電子記録債権譲渡高 79,565千円 60,065千円
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれんの償却額は、次の

とおりであります。

 

 
前第１四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
至 2021年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
至 2022年６月30日)

減価償却費 70,209千円 62,330千円

のれんの償却額 ―千円 2,203千円
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(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自 2021年４月１日 至 2021年６月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年６月29日
定時株主総会

普通株式 128,888 20 2021年３月31日 2021年６月30日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

当第１四半期連結累計期間(自 2022年４月１日 至 2022年６月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年６月25日
定時株主総会

普通株式 258,062 40 2022年３月31日 2022年６月27日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

　当社グループは、米飯加工機械関連事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 
(収益認識関係)

　　　顧客との契約から生じる収益を分解した情報

 前第１四半期連結累計期間(自 2021年４月１日　至　2021年６月30日）

  (単位：千円)

 

報告セグメント

合計米飯加工機械
関連事業

日本 1,817,898 1,817,898

アジア 360,596 360,596

北米 219,894 219,894

欧州 237,903 237,903

オセアニア 98,969 98,969

その他の地域 8,437 8,437

顧客との契約から生じる収益 2,743,700 2,743,700

その他の収益 ― ―

外部顧客への売上高 2,743,700 2,743,700
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 当第１四半期連結累計期間(自 2022年４月１日　至　2022年６月30日）

  (単位：千円)

 

報告セグメント

合計米飯加工機械
関連事業

日本 2,041,464 2,041,464

アジア 323,263 323,263

北米 409,705 409,705

欧州 243,141 243,141

オセアニア 115,846 115,846

その他の地域 7,637 7,637

顧客との契約から生じる収益 3,141,058 3,141,058

その他の収益 ― ―

外部顧客への売上高 3,141,058 3,141,058
 

 
 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第１四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
至 2021年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
至 2022年６月30日)

１株当たり四半期純利益 22円04銭 11円93銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益(千円) 284,003 153,951

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益
(千円)

284,003 153,951

普通株式の期中平均株式数(株) 12,888,110 12,902,425
 

(注) １　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２　当社は、2022年８月１日付で普通株式１株につき２株の株式分割を行っております。なお、１株当たり四半

期純利益については、前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して算定しております。
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(重要な後発事象)

（株式分割及び株式分割に伴う定款の一部変更）

当社は、2022年６月７日の取締役会決議に基づき、2022年８月１日付で以下のとおり株式分割及び株式分割に伴う

定款の一部変更を行っております。

 
１．株式分割

（１）株式分割の目的

当社株式の流動性の向上と投資家層の更なる拡大を目的とするものであります。

 
（２）株式分割の概要

① 分割の方法

　2022年７月31日（日）（実質上は2022年７月29日（金）)を基準日として、同日最終の株主名簿に記載さ

れた株主の所有する普通株式を、１株につき２株の割合をもって分割いたしました。

 
② 分割により増加する株式数

株式分割前の発行済株式総数　　　　　6,480,000株

今回の分割により増加する株式数　　　6,480,000株

株式分割後の発行済株式総数　　　　 12,960,000株

株式分割後の発行可能株式総数　　　 32,000,000株

 
（３）株式分割の日程

基準日公告日　　2022年７月14日（木）

基準日　　　　　2022年７月31日（日）（注）

効力発生日　　　2022年８月１日（月）

　       （注）当日は振替機関及び口座管理機関の休業日につき、実質上は2022年７月29日（金）

 
２．株式分割に伴う定款の一部変更

（１）定款変更の理由

　今回の株式分割に伴い、会社法第184条第２項の規定に基づく取締役会決議により、2022年８月１日をもっ

て当社定款第５条に定める発行可能株式総数を変更いたしました。

 
（２）定款変更の内容

（下線部分は変更箇所）

現行定款 変更後

 
（発行可能株式総数）

第 ５ 条　　 当 会 社 の 発 行 可 能 株 式 総 数 は、

16,000,000株とする。

 

 
（発行可能株式総数）

第 ５ 条　　 当 会 社 の 発 行 可 能 株 式 総 数 は、

32,000,000株とする。

 
 

 
（３）定款変更の日程

定款変更効力発生日　　　　2022年８月１日（月）
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２ 【その他】

該当事項はありません。　
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2022年８月10日

鈴茂器工株式会社

取締役会  御中

 

太陽有限責任監査法人
 

東京事務所

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 　久　塚　清　憲 印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 　上　西　貴　之 印

 

 

 
 

監査人の結論

監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている鈴茂器工株式会社

の2022年４月１日から2023年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2022年４月１日から2022年６月

30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2022年４月１日から2022年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すな

わち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを

行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、鈴茂器工株式会社及び連結子会社の2022年６月30日現在の財政状

態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重

要な点において認められなかった。

 
監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠

を入手したと判断している。

 
四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。
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四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して

実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が

認められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められ

ないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告

書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表

の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められ

ている。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況によ

り、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の

作成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連

結財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していない

と信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。

監査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独

で監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要

な発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガー

ドを講じている場合はその内容について報告を行う。

 
利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係は　

ない。

 
以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

 ２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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